
請願第18号  

 

子どもたちを自転車事故から守るための条例制定に関する請願 

 

 

１ 趣  旨  

全国で起こっている交通事故のうち、自転車事故で死亡した人の６割以上が頭部に致

命傷を負っている。頭部を守るためにヘルメットを着用することが大事だということは、

言うまでもない。福井県で2015年から2019年の５年間で起こった小中学生の交通事故は

177件(福井県警)であった。そのうち自転車事故は108件と全体の61％を占めている状況

である。近年は子どもの自転車での死亡事故は起こっていないが、平成25年には鯖江で

小学生が死亡している。 

また、他県では子どもの自転車での高額加害事故も起きており保護者に高額な賠償が

命ぜられる事例も見られる。被害者の大切な命を奪いかねない状況を重く捉え、裁判所

は保護者に監督責任を認め、高額の賠償を命じるということが実際に起こっており、家

庭へ経済的負担が重くのしかかり、救済措置も喫緊の課題である。 

子どもたちの身を自転車事故から守るためのヘルメット着用義務化と高額賠償を保障

するための自転車保険の加入義務化に関する条例を制定することが今こそ必要である。 

 そこで、下記のとおりに請願する。 

 

記 

 

子どもたちを自転車事故から守るために「小中学生の自転車乗車時のヘルメット着用

義務化」と「自転車保険の加入義務化」を条例化してほしい。 
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